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『
二
・
七
の
市
』は
、
そ
の
名

の
と
お
り
、

「
二
」
と
「
七
」
の
つ
く
日
に
中
心
市
街
地
で
開
催

さ
れ
て
い
る
朝
市
の
こ
と
。
特
別
な
施
設
は
な
く
、

夜
明
け
ご
ろ
か
ら
午
前
中
に
か
け
て
、
農
家
や
商
店

の
方
た
ち
が
広
場
に
集
ま
り
、
露
天
に
店
を
広
げ
、

市
を
開
き
ま
す
。
農
作
物
を
中
心
に
、
多
い
と
き
は

数
十
の
店
が
並
び
ま
す
。

　
『
二
・
七
の
市
』
の
起
源
は
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約

５
０
０
年
前
、
遠
く
中
世
に
始
め
ら
れ
た
六※
１

斎
市
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
神※
２

領
地
の
あ
っ
た

神
戸
村
市
場
（
現
在
の
神
戸
町
・
神
戸
市
場
地
区
）

で
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
15
世
紀
に
戸
田

宗
光
が
田
原
城
を
築
城
し
た
た
め
、
商
業
の
中
心
が

城
下
町（
現
在
の
田
原
町
・
中
心
市
街
地
）に
集
ま
り
、

自
然
と
市
も
そ
ち
ら
に
移
動
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
戦
乱
に
よ
り
、
た
び
た
び
中
断
さ
れ
た
も

の
の
、
三
宅
家
が
田
原
藩
を
治
め
て
い
た
約
２
０
０

年
前
に
復
活
し
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
昭
和

30
年
代
前
半
ま
で
は
、
柳
町
通
り
（
旧
国
道
２
５
９

号
）
沿
い
な
ど
で
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
動
車

の
普
及
な
ど
時
代
の
流
れ
に
従
っ
て
、
安
全
な
公
共

広
場
な
ど
に
移
り
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

※
１
【
六
斎
市
】
仏
教
の
思
想
に
基
づ
き
月
６
回
開
か
れ

る
市
の
こ
と
。
室
町
時
代
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る

※
２
【
神
領
地
】
中
世
以
降
に
神
宮
・
神
社
に
与
え
ら
れ

た
領
地
の
こ
と

ほ
と
ん
ど
形
を
変
え
ず
に
、
数
百
年
を
生
き
抜

い
て
き
た
『
二
・
七
の
市
』。
新
鮮
な
農
産
物

が
手
に
入
る
産
地
直
売
所
が
増
え
て
き
た
近
年
に
お

い
て
も
、
関
わ
る
人
、
訪
れ
る
人
が
途
絶
え
ず
に
続

い
て
い
る
秘
密
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
も
う
け
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
。
野
菜
を
育
て
て
、

仲
間
や
お
客
さ
ん
に
会
い
に
来
て
、
喜
ぶ
顔
を
見
る

こ
と
が
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

市
で
野
菜
を
売
っ
て
い
る
安
田
さ
ん
（
谷
熊
町
）

と
八
木
さ
ん
（
浦
町
）
は
、そ
う
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
「
う
ち
の
お
ば
あ
さ
ん
も
、
柳
町
で
や
っ
て
い
た

時
分
に
お
店
を
出
し
て
い
た
。だ
か
ら『
二
・
七
の
市
』

は
、
昔
か
ら
と
て
も
身
近
な
存
在
な
の
で
す
」

　

人
か
ら
人
へ
、
年
代
を
超
え
て
、
気
持
ち
が
伝
え

ら
れ
て
き
た
か
ら
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
の
で
し
ょ

う
。
常
連
の
お
客
さ
ん
が
、『
二
・
七
の
市
』
の
魅
力

を
こ
う
表
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
市
場
で
は
、
物
を
買
う
と
い
う
よ
り
、
気
持
ち

を
買
う
と
い
う
感
覚
で
す
ね
」

▲安田さん（左）と八木さん（右）。安田さん
は 20 年以上も市に出店しているベテランだ

「
も
ぎ
た
て
の
野
菜
」と「
土
の
に
お
い
」

笑
顔
が
は
じ
け
、会
話
が
は
ず
む

『市』のある風景

▲いにしえの『二・七の市』（柳町通り・田原町）　※ 写真は大正時代のものといわれています。
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市
場
を
歩
く
と
、
商
品
の
幅
広
さ
に
驚
き
ま
す
。

朝
採
り
の
新
鮮
な
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
干
物

や
ち
り
め
ん
な
ど
海
産
物
、
季
節
の
果
物
な
ど
、
改

め
て
渥
美
半
島
で
採
れ
る
「
幸
」
の
豊
富
さ
を
実
感

で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
二
・
七
の
市
』
で
50
年
以
上
も
み
た
ら
し
だ
ん
ご

を
売
っ
て
い
る
永
田
さ
ん
（
田
原
町
）
は
言
い
ま
す
。

　
「
串
に
刺
し
た
あ
さ
り
の
干
物
な
ど
、
ほ
か
で
は

手
に
入
ら
な
い
も
の
を
売
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

市
を
巡
る
と
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り
ま
す
よ
」

　

そ
う
し
た
珍
し
い
食
材
の
ほ
か
に
も
、
お
墓
参
り

に
そ
の
ま
ま
使
え
る
仏
花
な
ど
、“
ち
ょ
っ
と
気
の

利
い
た
”
商
品
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
が
、「
気
持

ち
を
買
う
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

近
年
、『
二
・
七
の
市
』
は
松
下
公
共
駐
車
場
で

開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
心
市
街
地
の
公

共
駐
車
場
の
あ
り
方
が
再
検
討
さ
れ
る
中
で
、
今
年

10
月
か
ら
、
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
へ
の
移
転
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
「
移
転
し
て
も
、
昔
の
よ
う
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。
今
度
は
分
か
り
や
す
い
場
所
に
な
る
の
で
、

通
り
が
か
り
に
寄
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
」

　

と
、
永
田
さ
ん
。

　
「
市
に
は
温
も
り
と
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
。
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
、“
こ
の
人
か
ら
買
い
た
い
”
と
思
え
る

よ
う
な
お
店
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」

『市』のある風景

「
新
鮮
」「
お
い
し
い
」は
当
た
り
前

「
な
つ
か
し
く
て
」「
う
れ
し
い
」

▲『二・七の市』の世話人も務め
ている永田さん（右）

▲『二・七の市』で焼かれていたイワシ。香ばしいにおいを感じられることも市の醍醐味だ

▲かつて、郷土の偉人・渡辺崋山
も口にしたといわれる串あさり
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移
転
先
と
な
る
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
は
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、
平
成
16
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
複
合
商
業
施
設
。
長
い
年
月
を
か
け
、

事
業
者
・
地
域
住
民
・
行
政
が
協
力
し
て
形
に
し
た

も
の
で
す
。
今
度
は
、
そ
こ
へ
「
地
域
の
伝
統
」
が

加
わ
り
ま
す
。

　
「
従
来
の
出
店
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
た
ち
で
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」

　

と
語
る
の
は
、
市
の
移
転
や
今
後
の
発
展
を
検
討

し
て
い
る
『
二
・
七
の
市
を
考
え
る
会
』
会
長
の
平

野
さ
ん
（
田
原
町
）。
一
方
で
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
太
極
拳
や
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
体
験
が
始
め
ら
れ
る
ほ
か
、
高
校
生
に

よ
る
出
店
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
市
の
魅
力
が
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
さ
れ
、
さ
ら
に
世
代
を
越
え
た
市
民
の

交
流
の
場
と
し
て
、『
二
・
七
の
市
』
が
大
い
に
活
用

さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ま
ち
に
、『
市
』
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。

　

新
た
な
門
出
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
10
月
17
日
（
土
）
午
前
５
時
～
９
時

　
　
　
　

※
式
典
は
午
前
７
時
～

▼
場
所
＝
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
・
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

❖
開
催
日

毎
月
末
尾
に
「
２
」「
７
」
の
つ
く
日

❖
開
催
場
所

セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
駐
車
場
と
そ
の
周
辺

❖
開
催
時
間

夏
季
：
午
前
４
時
30
分
～
９
時

冬
季
：
午
前
６
時
～
９
時

※
駐
車
場
以
外
の
場
所
は
午
前
10
時
ま
で

❖
新
規
の
出
店
希
望

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▼
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
☎
24
局
２
３
４
５

❖
そ
の
他

　

雨
天
で
も
出
店
者
あ
り

も
っ
と
も
っ
と
、
愛
さ
れ
る
朝
市
に

も
っ
と
も
っ
と
、
ま
ち
を
元
気
に

『
二
・
七
の
市
』
移
転
記
念

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

◆『二・七の市』案内図

『
二
・
七
の
市
』
に
つ
い
て

市街地活性化についてのお問い合わせ
▶街づくり推進課☎ 23 局 3535

『二・七の市』で、かくしゃく生活！
ご年配の皆さん、市へ来たついでに身体を
動かしてみませんか？費用は無料です。
日時　市の開催日　午前６時～６時 30 分
場所　中央広場（セントファーレ東側）
内容　「二」の日：太極拳
　　　「七」の日：エアロビクス
その他　インストラクターが指導します。
お問い合わせ
　　　▶あつまるタウン田原☎ 24 局 2345
高校生も出店します！
出店日　市開催日の土日のみ（予定）
将来の田原を担う高校生たちが、（社）田
原青年会議所のアドバイスにより商品販売
に挑戦。地域の方とふれあいます。

▪10月からのお楽しみ情報
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伊
勢
湾
台
風
の
あ
ら
ま
し

　
『
伊
勢
湾
台
風
』
と
は
、
今
か
ら
50
年
前
、
昭
和
34
年

（
１
９
５
９
年
）
９
月
26
日
午
後
６
時
過
ぎ
に
、
潮
岬
の

西
へ
上
陸
し
た
台
風
15
号
の
通
称
で
す
。
台
風
災
害
と
し

て
は
、明
治
以
降
最
多
と
な
る
５
０
９
８
名
の
犠
牲
者（
死

者
・
行
方
不
明
者
数
）
を
出
し
、
伊
勢
湾
周
辺
の
地
域
を

中
心
に
大
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

田
原
市
に
お
い
て
も
、
死
者
５
名
、
重
軽
傷
者
75
名
、

住
宅
全
壊
６
２
９
棟
、
同
半
壊
２
２
３
８
棟
、
床
上
浸
水

１
７
１
棟
と
い
う
大
き
な
つ
め
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　《
伊
勢
湾
台
風
の
デ
ー
タ
》

　

上
陸
時
中
心
気
圧
：
９
２
９
・
５
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

　

高
潮
：
３
・
55
メ
ー
ト
ル
（
名
古
屋
港
）

　

死
者
・
行
方
不
明
者
：
５
０
９
８
名

　

住
家
全
壊
：
４
万
８
３
８
棟

　

半
壊
：
11
万
３
０
５
２
棟

　
　

被
害
が
拡
大
し
た
要
因
は

　

伊
勢
湾
台
風
の
犠
牲
者
は
、
そ
れ
ま
で
最
多
だ
っ
た
室

戸
台
風
（
昭
和
９
年
）
に
よ
る
３
０
３
６
名
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
範
囲
は
、
全
国
36
道
府
県
に
及

び
ま
し
た
が
、
そ
の
83
％
が
愛
知
県
と
三
重
県
に
集
中
し

た
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
こ
こ
ま
で
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
要
因
は
何
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

❖
高
潮
に
弱
い
地
形

　

伊
勢
湾
と
そ
の
湾
奥
部
は
、
低
く
平
ら
な
平
野
が
広
が

り
、
高
潮
が
発
生
し
や
す
い
典
型
的
な
地
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
先
に
は
干
拓
に
よ
っ
て
陸
地
に
さ

れ
た
土
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
の
復
興
・
発
展

の
過
程
で
防
災
対
策
が
不
十
分
な
ま
ま
市
街
化
さ
れ
、
そ

こ
に
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
が
、
暴
風
と
と
も
に
来
襲
し

た
た
め
、
被
災
期
間
を
長
期
化
さ
せ
大
災
害
に
つ
な
が
っ

た
の
で
す
。

❖
災
害
へ
の
備
え
や
自
覚
の
欠
如

　

し
か
し
、
最
も
大
き
な
問
題
は
住
民
の
意
識
。
高
潮
災

害
の
危
険
地
帯
で
あ
る
こ
と
や
、
防
災
対
策
が
不
備
で
あ

る
こ
と
の
自
覚
と
警
戒
心
の
欠
如
で
し
た
。
台
風
災
害
に

よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
１
０
０
０
名
を
超
え
る
犠
牲
者
が

続
い
た
戦
後
の
混
乱
・
受
難
期
を
脱
し
、
社
会
が
成
長
に

向
か
お
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
防
災
意

識
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
理
由
と
し
て
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
高
潮
の
来
襲
が
夜
間
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
、
被
害

が
拡
大
し
た
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
適
切
な

避
難
に
よ
っ
て
犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ
た
、
ま
た
は
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
の
で
き

た
市
町
村
も
あ
り
ま
す
。
伊

勢
湾
に
面
し
た
三
重
県
楠
町

（
現
四
日
市
市
）
で
は
、
町

内
の
大
半
の
家
屋
が
浸
水
し

な
が
ら
も
、
１
人
の
犠
牲
者

も
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
は
、
行
政
や
住
民
に
と
っ

て
貴
重
な
教
訓
で
す
。

伊勢湾台風に学ぶ
なんだか、地球の様子がおかしい。

今年、長引いた梅雨と、たび重なる大雨は、

７月に九州や中国地方、８月には兵庫・岡山・徳島などに、

甚大で痛ましい被害をもたらしました。

幸い、この地域に大きな災害はおきていないものの、

風水害は、どこにでも起きる可能性があります。

改めて、過去に学び、台風シーズンに備えましょう。

▶防災対策課☎２３局３５４８

防災特集

▲倒壊した海岸沿いの家屋（昭和 34 年・向山町）

▲倒壊した農家（昭和 34 年・越戸町）

●●●●●●

●
●
●
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不
十
分
だ
っ
た
情
報
伝
達

　

当
時
、
気
象
台
な
ど
か
ら
の
警
報
や
台
風
情
報
の
伝
達

方
法
に
は
、
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

①
電
電
公
社
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

②
行
政
機
関

③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
放
送
機
関

　

①
②
は
市
町
村
を
経
由
し
た
の
で
す
が
、
過
去
の
被
災

経
験
に
よ
っ
て
、
市
町
村
ご
と
の
対
応
が
大
き
く
異
な
っ

て
お
り
、
早
い
所
で
は
午
後
１
時
に
避
難
命
令
が
発
令
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
、
発
令

が
午
後
７
時
を
過
ぎ
て
い
た
り
、
発
令
の
な
い
ま
ま
被
災

し
た
り
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

③
に
よ
る
報
道
は
、
被
害
状
況
の
伝
達
が
目
的
だ
っ
た

“
被
害
報
道
”
か
ら
、
台
風
情
報
の
伝
達
が
目
的
の
“
防

災
報
道
”
に
転
換
さ
れ
た
最
初
の
も
の
で
し
た
。
し
か
し

停
電
の
た
め
、
こ
の
“
防
災
報
道
”
は
多
く
の
住
民
に
は

届
か
ず
（
当
時
の
電
池
式
ラ
ジ
オ
の
普
及
率
は
名
古
屋
市

で
21
％
）、
避
難
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
く
正

確
な
情
報
を
伝
え
る
必
要
性
を
、
改
め
て
痛
感
し
ま
す
。

　
　

台
風
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
に
は

　

台
風
は
、
突
然
起
き
る
地
震
と
は
違
い
、
正
確
な
情
報

を
集
め
る
こ
と
で
、
被
害
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最
新
の
情
報
を
入
手
し
、

警
報
や
注
意
報
の
発
表
、
台
風
や
前
線
な
ど
の
動
き
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

台
風
情
報
の
見
方
を
覚
え
よ
う

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
る
台
風
情

報
。
気
象
衛
星
の
画
像
や
天
気
図
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て

解
説
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
ひ
と
つ
理
解
で
き
な
い
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
台
風
情

報
の
見
方
を
覚
え
れ
ば
、
台
風
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
適

切
な
準
備
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

台
風
の
大
き
さ
と
強
さ
を
知
る

　

気
象
庁
は
、
台
風
の
お
お
よ
そ
の
勢
力
を
示
す
目
安
と

し
て
、
風
速
を
基
に
台
風
の
「
大
き
さ
」
と
「
強
さ
」
を

表
現
し
ま
す
。
大
き
さ
は
「
強
風
域
（
風
速
15
ｍ
／
ｓ
以

上
）」
の
半
径
で
、
強
さ
は
最
大
風
速
で
区
分
し
ま
す
。

強
風
域
の
内
側
で
、
風
速
25
ｍ
／
ｓ
以
上
の
風
が
吹
い
て

い
る
と
予
測
さ
れ
る
範
囲
を
「
暴
風
域
」
と
呼
び
ま
す
。

　

台
風
に
関
す
る
情
報
で
は
、こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、

例
え
ば
「
大
型
で
強
い
台
風
」
の
よ
う
に
呼
び
ま
す
。

※
12
・
13
ペ
ー
ジ
の
「
消
防
か
わ
ら
版
」
で
も
、
台
風

や
竜
巻
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

階級 風速 15m/s 以上の強風域の半径

大型
（大きい） 500 ㎞以上 800 ㎞未満

超大型
（非常に大きい） 800 ㎞以上

階級 最大風速

強い 33m/s 以上 44m/s 未満

非常に強い 44m/s 以上 54m/s 未満

猛烈な 54m/s 以上

■台風情報の見方

■台風の大きさ

■台風の強さ

●●●●●●

●●●

●●●
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▪田原祭り案内図

田
原
祭
り
　

江
戸
時
代
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
田
原
祭
り
。

明
治
時
代
以
降
、豪
華
な
山だ

車し

が
登
場
し
、

現
在
で
は
、八は

ち
ま
ん
し
ゃ

幡
社
・
神し

ん
め
い
し
ゃ

明
社
・
巴は

こ
う
じ
ん
じ
ゃ

江
神
社
の
祭
り
を
、

田
原
祭
り
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
～
城
下
町
田
原
の
伝
統
文
化
を
今
に
～

田
原
祭
り

　　 9月19日［土］
◦からくり山車
　11：00～13：00ごろ
　新町・萱町・本町を巡回
◦山車３台の競演
　田原まつり会館 12：10～
◦夜

よ

山
やま

車５台の競演
　20：05～ はなとき通り

　　 9月20日［日］
◦からくり山車
　11：00～13：00ごろ
　本町・新町・萱町を巡回
◦山車３台の競演
　12：00～ セントファーレ前
　13：00～ 神明社前
◦手筒・大筒花火
　17：30～ はなのき広場
◦打上花火
　20：00～
　※雨天の場合は翌日に順延

▼田原市観光協会（商工観光課内）
☎２３局３５１６
　 http://taharakankou.gr.jp
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「
手
筒
・
大
筒
花
火
」

▪ぐるりんバスの路線変更
中心市街地では、右表の区間での運行と
なります。
※岡崎信用金庫付近へ仮設バス停「市役所」を設
置します。

▪豊鉄バスの路線変更
以下の日時で、「田原萱町」バス停を「市役
所前」へ移動します。
※バス停の移動先は８ページの案内図参照
◦９月19日（土） ８：００～終車
◦９月20日（日） ９：００～１８：００

※ぐるりんバス・豊鉄バスともに20日（日）
が雨天の場合、21日（月・祝）が路線変更と
なります。

ぐるりんバスの問い合わせ

▼市民協働課☎２３局３５０４

▼豊鉄ミディ㈱☎２３局７２１０

豊鉄バスの問い合わせ

▼豊橋バス㈱渥美営業所☎３３局０２１１

９月19 日［土］　終日

童浦線
表浜線
高松線

大久保線

田原駅⇔福祉センター

西部線 鎌田⇔市役所⇔田原駅

中央線 藤七原⇔市役所⇔田原駅

９月20 日［日］　18:00 まで

童浦線
晩田⇔総合体育館⇔田原駅⇔福
祉センター

西部線 鎌田⇔市役所⇔田原駅⇔川岸

中央線
田原駅⇔市役所⇔藤七原
晩田⇔総合体育館⇔田原駅

表浜線
高松線

大久保線

福祉センター⇔田原駅
※田原駅止まり

９月20 日［日］　18:00 以降

童浦線
中央線

博物館入口⇔田原駅

西部線 田原駅⇔川岸

表浜線
高松線

セントファーレ⇔田原駅
※田原駅止まり

バス路線の変更について
田原祭りに伴い、ぐるりんバス・豊鉄バスの運行経路が変更となります。ご迷
惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

夜空を彩る打ち上げ花火もさることなが
ら、吹き出す火柱や飛び散る火の粉の

乱舞を間近で見られる手筒・大筒花火も、田原祭り
のフィナーレを飾る一大イベントのひとつ。手筒
を構える勇壮な姿をぜひご覧ください！

▪20日（日）17：30～　はなのき広場にて　※雨天の場合は翌日に順延

じゃん田
だ

ﾞ原
ら

りん踊りコンテスト

参加チーム
大募集！
はなとき通りが光輝くステージに！

10月25日［日］

日時●10月25日（日） 17:00～

場所●はなとき通り一帯
※雨天の場合は総合体育館アリーナ

応募資格●１チーム５名以上（中学
生以下は保護者同伴）／応募者多数
の場合は抽選

賞●優勝…賞金20万円／準優勝…
賞金10万円／ほか

応募方法●参加申込書（田原市ホー
ムページからダウンロード可）に
必要事項を記入のうえ、持参または
郵送、ＦＡＸにて
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

締め切り●９月30日（水）

応募・問い合わせ●

〒４４１－３４９２（住所不要）
田原市民まつり実行委員会事務局

（商工観光課内）
☎23局3516  　22局3817

見
ど
こ
ろ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
手
筒
・
大
筒
花
火
」
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「
が
ん
」
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

部
位
で
発
症
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
代
表

的
な
が
ん
の
情
報
と
、
実
際
に
田
原
市
で

実
施
し
て
い
る
検
査
方
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

■
胃
が
ん

　

日
本
人
が
か
か
る
が
ん
の
中
で
、
最
も

多
い
が
ん
で
す
。

◉
検
査
方
法

　

バ
リ
ウ
ム
（
造
影
剤
）
を
飲
む
胃
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
で
す
。

■
大
腸
が
ん

　

50
歳
代
か
ら
増
え
始
め
る
が
ん
で
す
。

特
に
肥
満
の
男
性
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◉
検
査
方
法

　

便
の
潜
血
状
況
を
調
べ
ま
す
。

■
前
立
腺
が
ん

　

年
を
取
る
こ
と
で
か
か
る
方
が
多
く
な

る
男
性
の
が
ん
で
す
。

◉
検
査
方
法

　

少
量
の
血
液
を
採
血
し
、
前
立
腺
特
異

抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
を
測
定
し
ま
す
。

　

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
は
が
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。
男
性
の
２
人
に
１
人
、
女
性

の
３
人
に
１
人
が
、
が
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
男
性
の
４
人
に
１
人
、
女
性
の
６

人
に
１
人
が
、
が
ん
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
無
症
状
の
う
ち
に
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
も
、
今
回
は
「
が
ん
検
診
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
健
康
課
☎
23
局
３
５
１
５

人
ご
と
で
は
な
い
、が
ん
。

早
期
発
見
の
カ
ギ
を
握
る﹁
が
ん
検
診
﹂

特
集

　
が
ん
情
報
と
田
原
市
で

　
実
施
し
て
い
る
検
査
方
法

バリウムは、ひと昔
前より飲みやすく
なったね。

検便で簡単に
できるんだ。

血液検査で
がんが発見
できるんだ
ね。
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■
子
宮
が
ん

　

最
近
で
は
、
若
く
て
も
か
か
る
方
が
急

増
し
て
い
る
が
ん
で
す
。

◉
検
査
方
法

　

子
宮
頸
部
の
細
胞
を
綿
棒
な
ど
で
こ
す

り
取
り
、
顕
微
鏡
で
検
査
し
ま
す
。

■
乳
が
ん

　

女
性
の
約
20
人
に
1
人
の
割
合
で
か
か

る
が
ん
で
す
。

◉
検
査
方
法

　

40
歳
以
上
の
方
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
を
行
い
ま
す
。
乳
房
を
装
置
で
は
さ

み
、
圧
迫
し
て
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
す
る
こ

と
で
、
小
さ
な
が
ん
も
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

30
歳
代
の
方
は
、
エ
コ
ー
検
査
を
行
い

ま
す
。
超
音
波
で
乳
房
の
病
変
を
探
し
ま

す
。

「
ず
っ
と
受
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
ど
、

友
達
に
誘
わ
れ
た
検
診
で
、
早
期
が
ん
を

発
見
。
お
か
げ
で
今
は
と
っ
て
も
元
気
で

す
」（
50
歳
代
・
女
性
）　

　

実
際
に
検
診
で
が
ん
が
見
つ
か
り
、
治

療
に
よ
り
、元
気
に
な
っ
た
方
の
声
で
す
。

　

が
ん
は
、
早
期
に
発
見
す
る
ほ
ど
治
り

や
す
い
病
気
で
す
。
進
行
が
少
な
い
無
症

状
の
う
ち
に
が
ん
を
発
見
で
き
れ
ば
、
助

か
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
た
め
、
定
期
検

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
早
期
発
見
す
る
こ
と
で

　
助
か
る
命
が
あ
る

▲マンモグラフィ写真
出典＝ＮＰＯ法人乳房健康
　　　研究会

腫瘍

　

田
原
市
の
各
種
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

な
ど
、
詳
細
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
成
人
健

康
ガ
イ
ド
、
広
報
た
は
ら
５
月
１
日
号
13

ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

が
ん
検
診
の
結
果
、「
精
密
検
査
が
必
要
」

と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
早
め
に
精
密
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５（
田
原
市
役
所
内
）

☎
33
局
０
３
８
６（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
の
が
ん
検
診

　がんで死亡する方のうち、男性の 40％、女性
の５％は、喫煙が原因だと考えられています。
　また、夫が喫煙者の妻は、夫が非喫煙者の妻
より、２倍も肺腺がんになりやすいことが分
かっています。本人が吸わなくても、周辺の方
は流れてきた煙の影響を受けます。
　家族のためにも家庭内での禁煙が重要です。

がん予防のためには
　　　何よりたばこを吸わないこと

喫
煙
とがん

独身の方は、妊娠・
出産に備えて受ける
といいね。2～3分
で終わるよ。

2～3分で
終わるし、
そんなに痛く
ないよ。

エコー検査は
痛くもかゆくも
ないね。
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恐
ろ
し
い
台
風
・
竜
巻

　

昭
和
34
年
9
月
、
東
海
地
方
を
中
心
と

し
て
、
広
範
囲
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
伊
勢
湾
台
風
。
あ
れ
か
ら
50
年
と
い

う
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
大

規
模
な
災
害
に
備
え
る
た
め
の
災
害
対
策

基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
河
川

や
堤
防
の
改
修
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
気
象
観
測
も
高
度
化
さ
れ
、

事
前
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
台

風
の
被
害
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
は
地
勢
的
・
気
象
的
に

繰
り
返
し
台
風
に
襲
わ
れ
る
位
置
に
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台

風
の
教
訓
を
活
か

し
、
被
害
を
少
し

で
も
抑
え
る
た

め
、
し
っ
か
り
と

し
た
対
策
が
重
要

で
す
。

　

平
成
11
年
に
豊
橋
市
内
で
発
生
し
た
竜

巻
は
、
多
く
の
建
物
な
ど
を
破
壊
し
な
が

ら
19
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
移
動
し
、

多
大
な
被
害
を
出
し
た
こ
と
で
皆
さ
ん
の

記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
平
成
20
年
３
月
か
ら
竜

巻
な
ど
の
激
し
い
突
風
が
発
生
し
や
す
い

状
況
に
な
る
と
『
竜
巻
注
意
情
報
』
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
や
、
次
の
よ
う
な
兆
候
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
丈
夫
な
建
物
に
避
難
す

る
な
ど
、
身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

《
注
意
し
た
い
兆
候
》

❖
真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
き
周
囲
が
急
に
暗

く
な
る

❖
雷
鳴
が
聞
こ
え
雷
光
が
見
え
る

❖
大
粒
の
雨
や
ひ
ょ
う
が
降
る

❖
冷
え
た
風
が
吹
く

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
着
陸

　

生
命
に
関
わ
る
よ
う
な
、
緊
急
性
や
重

症
度
の
高
い
傷
病
者
が
発
生
し
た
時
に
、

い
ち
早
く
医
師
に
よ
る
救
命
処
置
を
行
う

た
め
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
空
地
や
駐
車

場
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
場
所
に
着
陸

す
る
こ
と
が
あ
り
、
着
陸
時
に
は
、
大
変

強
い
風
が
吹
き
危
険
を
伴
い
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
安
全

に
着
陸
す
る
た
め
に
消
防
車
両
を
出
動
さ

せ
、
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
ま

す
。

　

よ
り
早
く
、
よ
り
安
全
に
医
師
が
現
場

に
到
着
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

竜
巻
の
恐
ろ
し
さ
は
、
建
物
が
破
壊
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
巻
き
上
げ
ら
れ
た
瓦

や
看
板
な
ど
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ん
で
く

る
こ
と
で
す
。

飛
散
物
に
当
た

る
と
ケ
ガ
を
負

っ
た
り
、
最
悪

の
場
合
は
命
を

落
と
し
た
り
し

ま
す
の
で
、
十

分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

《
家
庭
で
で
き
る
対
応
・
対
策
》

❖
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
の
警
報
・
情
報
を

よ
く
聞
く

❖
停
電
に
備
え
、
ラ
ジ
オ
や
照
明
器
具
を

用
意
す
る

❖
屋
根
・
塀
な
ど
の
補
強
は
早
め
に
す
る

❖
窓
ガ
ラ
ス
を
飛
散
物
か
ら
守
る
た
め
、

雨
戸
を
閉
め
る
な
ど
外
側
か
ら
補
強
す

る
。
ま
た
、
飛
散
し
や
す
い
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
す
る

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
『
竜
巻
注
意
情
報
』

●ドクターヘリ
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頑
張
れ
！
新
人
く
ん

　

平
成
21
年
度
に
消
防
職
員
を
５
名
採
用

し
ま
し
た
。
そ
の
内
、
現
在
愛
知
県
消
防

学
校
入
校
中
の
２
名
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名　

柴
田
雅
也

　
　
　
　
　
　
　
　

出
身　

田
原
市

　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢　

22
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

趣
味　

ラ
ン
ニ
ン
グ

 

消
防
職
を
志
望
し
た
動
機
は
？

 

中
学
生
の
時
、
職
場
体
験
を
し
て
感

動
し
た
か
ら
で
す
。

 

今
後
の
抱
負
は
？

 

ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
て
も
、
最

善
の
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
日
々
の
訓
練

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名　

遠
山
直
也

　
　
　
　
　
　
　
　

出
身　

瑞
浪
市

　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢　

24
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

趣
味　

読
書

 

消
防
職
を
志
望
し
た
動
機
は
？

 

ま
だ
ま
だ
力
が
及
び
ま
せ
ん
が
、
誰

か
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
役
立
ち
た
い

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

 

今
後
の
抱
負
は
？

 

早
く
一
人
前
の
消
防
士
と
な
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

　

田
原
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

消
防
団
員
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
応
援
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
31
日
（
土
）
午
前
８
時
～

▼
場
所
＝
赤
羽
根
文
化
広
場

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

⑥
み
こ
し
を
○
○
○

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
歩
行
困
難
な
方
の
移
動
手
段
に
す

る
福
祉
用
具

⑤
新
潟
県
沖
の
日
本
海
上
に
あ
る
島
。

○
○
の
金
山
が
有
名

⑧
芋
な
ど
の
野
菜
を
煮
て
調
理
し
た

料
理

⑨
非
難
や
ば
声
を
あ
び
せ
る
こ
と
。

観
客
の
○
○

⑩
雨
を
防
ぐ
た
め
の
道
具
や
衣
類

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
９
月
30
日（
水
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
夏
号
の
答
え　

シ
エ
ン
タ
イ
】

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
石
川
県
南
部
で
生
産
さ
れ
る
色
絵
の
磁
器

②
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
た
木
目

③
土
地
を
掘
っ
て
地
下
水
を
く
み
上
げ
る
よ

う
に
し
た
も
の

④
物
事
を
そ
れ
と
指
し
示
す
こ
と

⑤
男
性
に
対
す
る
女
性
の
配
偶
者
の
こ
と

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

①

⑩

⑤⑨

③

A

C

B

① ②

⑧

D

⑥④

⑦

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

福
江
市
民
館
が
完
成
し
、竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。建
物
は
昭
和
５
年
に
建
設
さ
れ
た
福
江
町

役
場
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
残
す
も
の
と
な
り
ま

し
た
。式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
福
江
小
学
校
児

童
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
で
は
、校
区
の
皆

さ
ん
な
ど
が
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

校
区
の
み
ん
な
が

集
う
市
民
館

８
月
10
日［
月
］

　

田
原
文
化
会
館
一
帯
で
あ
つ
ま
れ
!!
得
す
る
サ

マ
ー
フ
ェ
ア
２
０
０
９
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
エ

ネ
・
省
エ
ネ
な
ど
の
企
業
ブ
ー
ス
や
エ
コ
ク
イ
ズ
に

挑
戦
す
る「
た
は
ら
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

「
環
境
映
画
上
映
会
」「
子
ど
も
工
作
教
室
」な
ど
、た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
学
ぶ

省
エ
ネ
や
環
境
問
題

７
月
26
日［
日
］

▲福江市民館（右上）竣工を記念して演奏する福江小学校児童たち

▲木のぬくもりがあふれる「風車型貯金箱」を作る親子ら

　

三
河
港
や
海
の
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

三
河
港
子
ど
も
ク
ル
ー
ズ
２
０
０
９
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
40
名
は
、巡
視
船

い
す
ず
に
乗
船
し
、海
上
か
ら
臨
海
工
業
団
地
や
風

力
発
電
施
設
の
見
学
を
は
じ
め
、水
質
検
査
な
ど

の
環
境
学
習
や
海
洋
安
全
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

夏
休
み
の
思
い
出

青
い
海
の
冒
険
！

８
月
18
日［
火
］

▲潮風を感じながら、普段できない貴重な体験を楽しみました
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

第
54
回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
が
岡
崎
市
中
央

総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
、田
原
市
消
防
団
の
代
表
と

し
て
、童
浦
分
団
が
出
場
し
、8
位
入
賞（
20
チ
ー
ム

中
）を
果
た
し
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、消
防
団
活
動

の
発
展
の
た
め
毎
年
行
わ
れ
、ホ
ー
ス
延
長
や
ポ
ン
プ

操
作
の
技
術
を
競
う
も
の
で
す
。

　

出
場
し
た
メ
ン
バ
ー
は
次
の
皆
さ
ん
。牧
野
尊た

か
よ
し義

（
指
揮
者
）・
山
田
道み
ち
あ
き誠（
１
番
員
）・
鈴
木
宏ひ
ろ
た
か卓（
２
番

員
）・
杉
田
真ま

さ
ひ
ろ宏（
３
番
員
）・
眞
木
喬た
か
ひ
ろ弘（
４
番
員
）・

小
林
俊と

し
ふ
み文（
補
助
員
）／
敬
称
略

大
舞
台
で
大
成
果
！

見
事
に
入
賞
！

８
月
８
日［
土
］

　

世
界
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
田
原
大
会
が
７
月
28
日

（
火
）～
８
月
２
日（
日
）に
赤
羽
根
西
海
岸
な
ど
で

開
催
さ
れ
、延
べ
約
２
万
人
の
観
客
が
訪
れ
ま
し

た
。ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
世
界
大
会
で
あ
る
本
大
会

世
界
を
魅
了
す
る

波
の
上
の
妙
技

８
月
２
日［
日
］

に
は
、海
外
を
中
心
に
８
か
国
、32
名
の
プ
ロ
サ
ー

フ
ァ
ー
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。波

の
状
況
な
ど
で
日
程
を
変
更
し
行
わ
れ
た
７
月
30

日（
木
）の
決
勝
戦
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ

ー
レ
ー
・
イ
ン
グ
レ
ビ
ー
選
手
が
優
勝
。８
月
２
日

（
日
）に
は
、エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
開
催
さ

れ
、大
会
最
終
日
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▲安定したライディングで高得点をマークし優勝したハーレー・イングレビー選手（オーストラリア）

▲数カ月に及ぶ厳しい練習の成果を発揮した出場メンバー
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▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
次
の
要

件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方
①
普
通
自
動
車

免
許
を
お
持
ち
の
方
②
心
身
と
も
に
健
康

な
方　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
中
学
校　

▼

勤
務
内
容
＝
給
食
の
配
膳
お
よ
び
学
校
の

管
理
運
営
の
た
め
に
必
要
な
業
務　

▼
勤

務
形
態
＝
原
則
、
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
８
時
～
午
後
５
時
の
う
ち
５

時
間　

▼
採
用
期
間
＝
10
月
１
日
（
木
）

～
平
成
22
年
３
月
31
日
（
水
）　

▼
選
考
方

法
＝
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
賃
金
＝
時
給
８
５
０
円　

▼
申
し
込
み
＝

９
月
11
日（
金
）ま
で
に
教
育
総
務
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
教
育
総
務
課

☎
23
局
３
５
３
０　

22
局
３
８
１
１

▼
募
集
人
員
＝
３
名　

▼
対
象
＝
保
育
士

資
格
が
あ
る
方　

▼
採
用
期
間
＝
平
成
22

年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で　

▼
勤
務
場
所

＝
第
一
保
育
園
・
漆
田
保
育
園　

▼
勤
務

形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

後
４
時
～
６
時
30
分
ま
た
は
午
後
４
時
～

７
時
15
分　

▼
賃
金

＝
時
給
１
１
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

自
分
で
お
金
を
守
る
時
代
に
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
と
お
金
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

▼
開

催
日・内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
開
催
時
間

＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
２
０
１
・
２
０
２

会
議
室　

▼
定
員
＝
60
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
講
師
＝
阿
部
利
孝

氏
（
野
村
證
券
㈱
投
資
情
報
部
次
長
）
ほ

か　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
９
日
（
水
）
か

ら
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

シ
ニ
ア
の
方
た
ち
に
楽
し
く
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

使
え
る
英
会
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
50
歳
以
上

の
方　

▼
日
時
＝
10
月
６
日
（
火
）、
10

月
20
日
（
火
）、
10
月
27
日
（
火
）、
11
月

10
日
（
火
）、
11
月
17
日
（
火
）、
12
月
１

日
（
火
）
／
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
～

９
時
（
全
６
回
）　

▼
場
所
＝
田
原
文
化

会
館
１
０
１
会
議
室　

▼
内
容
＝
初
級
レ

ベ
ル
の
英
会
話　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着

順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
講
師
＝
都

築
ヤ
デ
ィ
ラ
イ
ネ
氏　

▼
申
し
込
み
＝
９

月
９
日
（
水
）
か
ら
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
コ
ー
ス
名
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
就
園
前
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
外

国
出
身
の
マ
マ
と
子
ど
も
お
よ
び
妊
婦　

▼
日
時
＝
①
10
月
16
日
（
金
）
②
10
月
20

日
（
火
）
／
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時

30
分　

▼
場
所
＝
①
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　

▼
内
容
＝
親

子
あ
そ
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
菓

子
作
り
、
座
談
会　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳　

▼
申
し
込

み
＝
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
住
所
・
母
子
の
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

シ
ニ
ア
初
級
英
会
話
教
室 

受
講
生

田
原
市
臨
時
職
員

（
学
校
臨
時
用
務
員
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
臨
時
保
育
士
）

市
民
大
学

や
さ
し
い
マ
ネ
ー
講
座 

受
講
生

開催日 内　容

10/16（金） 自分でお金を
守る時代に

10/23（金） 金融商品の
基礎知識

10/30（金） お金の上手な
活かし方

■やさしいマネー講座

外
国
人
マ
マ
の
会 

参
加
者
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▼
テ
ー
マ
＝
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
人
生
を
目
指
し
て　

▼
対
象

＝
な
る
べ
く
連
続
で
受
講
で
き
る
方
（
60

歳
以
上
の
方
を
優
先
）　

▼
開
催
日
・
内

容
・
場
所
＝
表
の
と
お
り　

▼
開
催
時
間

＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
受
講
料
＝
無
料

（
た
だ
し
材
料
費
負

担
あ
り
）　

▼
申
し

込
み
＝
随
時
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
・
は
が
き
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　
syogaku@

city.tahara.aichi.jp
　

生
産
環
境
に
左
右
さ
れ
る
農
業
に
豊
橋

技
術
科
学
大
学
の
培
っ
た
先
端
的
技
術
科

学
の
情
報
と
工
学
技
術
を
体
系
的
に
導
入

し
、
Ｉ
Ｔ
生
産
管
理
・
Ｉ
Ｔ
経
営
管
理
の

で
き
る
人
材
「
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士
」
を
養

成
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
12
月
～
平
成
23
年
３
月　

▼
内

容
＝
教
室
講
義
、
ｅイ
ー

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
実

務
訓
練　

▼
定
員
＝
25
名　

▼
選
考
方
法

＝
面
接
な
ど
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通

知
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
募
集
要
項
、
申
し
込
み
方
法
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て　

▼
そ
の
他
＝
講
義
受
講

後
、
合
格
者
に
は
「
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士
」

の
称
号
を
授
与

▼
東
三
河
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士
養
成
拠
点
の

形
成
事
業
推
進
室（
豊
橋
技
術
科
学
大
学
内
）

☎（
０
５
３
２
）44
局
６
６
５
５

　
（
０
５
３
２
）81
局
５
１
０
８

　

sendoshi@
recab.tut.ac.jp

　

http://w
w

w
.recab.tut.ac.jp/

▼
対
象
＝
義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は
平
成

22
年
３
月
修
了
見
込
み
で
、
知
的
障
害
が

あ
り
自
己
の
身
辺
処
理
が
可
能
で
訓
練
に

支
障
と
な
る
著
し
い
問
題
行
動
の
な
い
方

▼
科
名
＝
機
械
科
・
縫
製
科
・
木
工
科
・

陶
磁
器
科
・
紙
器
製
造
科　

▼
期
間
＝
１

年　

▼
定
員
＝
各
科
20
名　

▼
費
用
＝
無

料
（
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
職
業
訓
練
の

受
講
指
示
を
受
け
て
入
校
し
た
場
合
は
、

訓
練
期
間
中
、
訓
練
手
当
を
支
給
）

▼
申
し
込
み
＝
10
月
１
日
（
木
）
～
平
成

22
年
３
月
19
日
（
金
）
の
期
間
に
入
校
願

書
、
療
育
手
帳
の
写
し
（
取
得
し
て
い
な

い
場
合
は
判
定
書
の
写
し
）、
健
康
診
断

書
な
ど
を
、
住
居
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
に
提
出
（
応
募
状
況
に
よ
り
、

期
間
中
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
場
合
あ

り
）　

▼
試
験
内
容
＝
適
性
試
験
、
面
接

試
験　

※
試
験
日
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

▼
そ
の
他
＝
訓
練
生

は
全
員
寮
生
活

▼
春
日
台
職
業
訓
練
校

（
春
日
井
市
神
屋
町
７
１
３

－

８
）

☎（
０
５
６
８
）88
局
０
８
１
１

　

10
月
１
日
（
木
）、

豊
橋
市
神
野
ふ
頭

に
「
名
古
屋
海
上
保

安
部
三
河
海
上
保
安

署
」
が
開
設
さ
れ
る

の
を
記
念
し
、
体
験

航
海
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
神
野

ふ
頭　

▼
内
容
＝
巡
視
船
み
ず
ほ
で
三
河

湾
ク
ル
ー
ズ　

▼
定
員
＝
１
２
０
０
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
参
加

費
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
７
日

（
水
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
乗
船
希
望

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
応
募
（
返
信
用
に
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
）

※
詳
細
は
返
信
用
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

▼
名
古
屋
海
上
保
安
部
管
理
課

（
〒 

４
５
５

－

０
０
３
２　

名
古
屋
市
港

区
入
船
２

－

３

－

12
）

☎（
０
５
２
）６
６
１
局
１
６
１
５

　

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
04kanku/nagoya/

開催日 内　容 場　所

10/13（火） あんぱんを作ろう 田原福祉センター

11/10（火） 身体の歪みと生活習慣・補正体操 田原総合体育館第２武道場

12/2（水） サプリメントと健康食品について知ろう あつみライフランド

1/14（木） 名作絵画について知ろう 田原文化会館 201 会議室

2/12（金） 佃煮づくり 渥美文化会館料理研修室

3/9（火） 漫談大道芸と反省会 江比間野外活動センター

■しおさい大学
高
齢
者
連
続
講
座

「
し
お
さ
い
大
学
」後
期 

受
講
生

東
三
河
Ｉア
イ
テ
ィＴ
食
農
先
導
士

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム 

受
講
生

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

春
日
台
職
業
訓
練
校 

訓
練
生

三
河
海
上
保
安
署
開
所
記
念

「
巡
視
船
み
ず
ほ
」体
験
航
海 

参
加
者

▲巡視船みずほ
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日
没
時
刻
が
日
増
し
に
早
ま
る
こ
の
時

期
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、

高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
交
通
弱
者
が
交

通
事
故
に
あ
う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
、
歩
行
者
・
自
転
車
は
反
射
材
を
身
に

つ
け
る
な
ど
し
て
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

９
月
９
日
は
「
救

急
の
日
」
で
す
。
ま

た
、
こ
の
日
を
含
む

１
週
間
は
「
救
急
医

療
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
応
急
手
当

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
12
日
（
土
）
午
前
11
時
～

午
後
２
時　

▼
場
所
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ

ウ
ン　

パ
オ
（
１
階
中
央
広
場
）　

▼
内

容
＝
消
防
職
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
訓
練
人
形
を
使
用

し
た
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
体
験
（
体
験
者
に
は
記
念
品
を
贈

呈
）、
パ
ネ
ル
展
示

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

平
成
15
年
か
ら
「
敬
老
の
日
」
が
９
月

の
第
３
月
曜
日
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
長
年
「
敬
老
の
日
」
と
さ
れ
て
い
た

９
月
15
日
を
記
念
日
と
し
て
残
す
た
め
、

新
た
に
「
老
人
の
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
９
月
15
日
～
21
日
は
「
老
人

週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
で
も
、９
月
15
日
（
火
）
の
「
高

齢
者
慰
問
」
の
ほ
か
、
各
地
域
で
「
敬
老

会
」
な
ど
、「
老
人
の
日
」
に
関
連
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
「
敬
老
お
祝
い
金
」
は
、
敬
老
事
業
の

一
環
と
し
て
、
満
80
歳
・
満
88
歳
・
満

１
０
０
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
お
渡
し
し

ま
す
。
ま
た
、
満
99
歳
の
方
に
は
、
愛
知

県
か
ら
敬
老
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
お
年
寄
り
の
長
寿
を
お
祝
い

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
に
、
老
人
福

祉
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

■
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排

水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や

海
に
戻
し
、

快
適
な
生
活

環
境
を
つ

く
る
と
と
も

に
、
海
や
川

を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ
接
続
を

し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

接
続
工
事
は
、
市
指
定
の
排
水
設
備
指

定
工
事
店
が
行
い
ま
す
の
で
、
直
接
工
事

店
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
！

　

最
近
、
下
水
道
施
設
へ
の
油
、
お
し
り

ふ
き
な
ど
の
流
入
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、
故

障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
異
物

を
流
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
水
洗
便
器
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
紙
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
乳
幼
児
用
お

し
り
ふ
き
な
ど
）
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◦
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天
ぷ

ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高
い

危
険
物
は
、
下
水
道
管
の
中
で
爆
発
を

起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

９
月
21
日（
月
・
祝
）～
30
日（
水
）

◉重点目標
・高齢者を交通事故から守ろう
・すべての座席でシートベルトとチャイルド

シートを正しく着用しよう
・飲酒運転を根絶しよう
・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交

通事故をなくそう

「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
」を
開
催
し
ま
す

９
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
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９
月
10
日
の

「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」
か
ら
１

週
間
は
、
自
殺

予
防
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
自
殺
予
防
週
間
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
10
年
以

降
連
続
し
て
３
万
人
を
上
回
り
、
自
殺
対

策
は
早
急
に
解
決
が
必
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
わ
た
し
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

▪
「
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
～
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
～
」

₁
「
気
づ
き
」　

　

～
周
り
の
人
の
悩
み
に
気
づ
き
、
耳
を

傾
け
る
～

◦
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
、

心
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
発
す
る

周
り
へ
の
サ
イ
ン
に
な
る
べ
く
早
く
気

づ
き
ま
し
ょ
う
。

◦
「
手
を
差
し
伸
べ
、
話
を
聞
く
こ
と
」

は
絶
望
感
を
減
ら
す
た
め
の
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
で
す
。
時
間
を
か
け
て
、
で
き

る
限
り
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

◦
話
題
を
そ
ら
し
た
り
、
訴
え
や
気
持
ち

を
否
定
し
た
り
、
表
面
的
な
励
ま
し
を

し
た
り
す
る
こ
と
は
逆
効
果
で
す
。
相

手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共
感
し
ま
し

ょ
う
。

₂
「
つ
な
ぎ
」

　

～
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促

す
～

◦
心
の
病
気
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
本
人
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持
ち
を
理
解

し
て
く
れ
る
家
族
、
友
人
、
上
司
と
い

っ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
協
力
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

◦
治
療
の
第
一
歩
は
、
公
的
相
談
機
関
、

医
療
機
関
の
専
門
家
へ
の
相
談
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
連
携
し

て
、
専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
ま
し

ょ
う
。

₃
「
見
守
り
」

　

～
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く

り
と
見
守
る
～

◦
身
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
自
然

な
雰
囲
気
で
声
を
か
け
て
、
あ
せ
ら
ず

に
優
し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

◦
自
然
に
応
対
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
や

職
場
で
の
体
や
心
の
負
担
が
減
る
よ
う

に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

◦
必
要
に
応
じ
、
家
族
と
連
携
を
と
り
、

主
治
医
に
情
報
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

▼
福
祉
課　

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

　

私
立
高
等
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
を
持

つ
保
護
者
の
方
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
、
授
業
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
10
月
１
日
現
在
で
次
の
①
お
よ

び
②
に
該
当
す
る
方
／
①
全
日
制
ま
た
は

定
時
制
の
私
立
高
等
学
校
に
通
い
、
各
学

校
の
特
待
生
ま
た
は
奨
学
生
と
し
て
授
業

料
を
免
除
さ
れ
て
い
な
い
生
徒
の
保
護
者

（
授
業
料
負
担
者
）
②
市
内
在
住
の
方　

▼
補
助
額
＝
１
万
２
０
０
０
円
（
年
額
）

▼
申
し
込
み
＝
10
月
１
日
（
木
）
～
30
日

（
金
）
の
期
間
に
各
高
等
学
校
お
よ
び
教

育
総
務
課
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
各
高
等
学
校
ま
た
は

教
育
総
務
課
へ
提
出
（
在
学
証
明
書
・
保

護
者
名
義
の
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
・

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

▼
教
育
総
務
課

☎
23
局
３
５
３
０　

22
局
３
８
１
１

　

平
成
22
年
田
原
市
成
人
式
の
案
内
状

を
、
11
月
下
旬
時
点
で
田
原
市
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
方
に
、
12
月
初
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

　

な
お
、
成
人
式
に
は
田
原
市
出
身
で
市

外
に
住
所
の
あ
る
方
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、12
月
11
日
（
金
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
平
成
22
年
田
原
市
成
人
式

▼
日
時
＝
平
成
22
年
１
月
10
日
（
日
）
午

前
10
時
～　

▼
場

所
＝
田
原
市
総
合

体
育
館　

▼
対
象

＝
平
成
元
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

自
殺
予
防
週
間

　

９
月
10
日（
木
）～
16
日（
水
）

私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
を

補
助
し
ま
す

田
原
市
成
人
式

日時 ▼10月４日（日）
　　　午前10時～午後３時
　　　（受付は午後２時30分まで）
内容 ▼海上保安業務説明、管制室見学、制

服試着、ペーパークラフト作成、ゲ
ームコーナー、屋上開放など

▼第四管区海上保安本部
　伊勢湾海上交通センター☎34局2700

☎
23
局
３
５
３
１　

日時 ▼10月４日（日）

伊勢湾海上交通センター
施設一般公開 10/4（日）
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渥
美
斎
場
の
火
葬
開
始
時
間
を
10
月
１

日
（
木
）
か
ら
表
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　

霊
柩
車
の
お
迎
え
は
、
火
葬
開
始
時
間

の
30
分
前
で
す
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

田
原
市
の
人
間
ド
ッ
ク
に
は
特
定
健
診

の
受
診
券
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
原
市
の
人
間
ド
ッ
ク
は
特
定

健
診
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
人
間
ド

ッ
ク
ま
た
は
特
定
健
診
の
ど
ち
ら
か
し
か

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
定
健
診

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
・
保
険
証
／
特
定
健

診
受
診
券
は
黄
色　

▼
費
用
＝
自
己
負
担

分
は
無
料　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機

関　

▼
期
間
＝
12
月
31
日
（
木
）
日
ま
で

の
診
療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝
健
診
は
な

る
べ
く
空
腹
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

住
基
カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）

に
は
、
本
人
確
認
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
、

公
的
な
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
請
求
時
に
も

役
立
ち
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
発
行
さ

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
活
用
例
】

◦
戸
籍
の
届
出
や
各
種
証
明
書
の
請
求
時

◦
銀
行
口
座
の
新
規
開
設

◦
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行　

な
ど

▼
交
付
場
所
＝
市
民
課
（
市
役
所
南
庁
舎

１
階
）　

▼
必
要
な
も
の
＝
公
的
な
身
分

証
明
書
（
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑　

▼
手

数
料
＝
５
０
０
円

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
４
２
７
０

▼
日
時
＝
10
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時
～

午
後
４
時
（
開
場
正
午
）　

▼
場
所
＝
ア
イ

プ
ラ
ザ
豊
橋　

▼
内
容
＝
表
の
と
お
り

▼
定
員
＝
４
０
０
名
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

同
行
者
数
（
４
名
ま
で
）
を
記
入
の
う
え
、

往
復
は
が
き
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
携
帯
電

話
メ
ー
ル
不
可
）
に
て
／
往
復
は
が
き
の

場
合
は
、
９
月
25
日
（
金
）
必
着　

▼
そ

の
他
＝
託
児
予
約
は
電
話
に
て
／
ご
来
場

は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
農
林
水
産
部
食
育
推
進
課
食
育

推
進
グ
ル
ー
プ

（
〒
４
６
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要
）

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
３
９
６

　

shokuiku@
pref.aichi.lg.jp

　

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/shokuiku/

shokuikunet/

特
定
健
診
の
受
け
方
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

順番 現行開始時間 10/1 からの開始時間

1番 午前9時10分～ 午前9時～

2番 午前9時50分～ 午前9時40分～

3番 午後1時30分～ 午後0時30分～

4番 午後2時10分～ 午後1時10分～

■渥美斎場火葬開始時間
渥
美
斎
場
火
葬
開
始
時
間
を

変
更
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
『
住
基
カ
ー
ド
』

▲住民基本台帳カード（見本）

あ
い
ち
の
食
育
い
き
い
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す

内　容 講師・出演者

食育対談「食育で子どもの
体を育て、心を育む」

小川雄二氏（名古屋短期大学教授）
天野鎮雄氏（俳優）

食育の歌「おいしい音だね」 学校法人曙学園　曙幼稚園児

パネルディスカッション
「食を通じて環境に
優しい暮らしを築く」

コーディネーター
間野丈夫氏（中日新聞生活部長）
パネリスト
伊與田敬子氏（赤羽根小学校栄養教諭）
百瀬則子氏｛ユニー(株)環境社会貢献部長｝
伊藤友之氏（ＪＡ豊橋生活開発部部長）
渡辺ちぐさ氏（愛知消費者協会東三河支部理事）

■あいちの食育いきいきシンポジウム

・健診を受け自分
の健康は自分で
守りましょう。

・この機会に生活
習慣を見直しま
しょう。
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虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
9
月
6
日
（
日
）
～
9
月
12
日

（
土
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

■
相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
２
０
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

▼
日
時
・
内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所

＝
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
６
階
会
議
室

▼
定
員
＝
各
60
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講

料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は

電
話
に
て

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
総
務
課

（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
）

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し

て
、
70
歳
以
上
の
有
効
期
限
前
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
に
、
身
分
証
明
と
し
て
利
用
で

き
る「
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住

基
カ
ー
ド
）」
を
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

■
受
領
の
手
順

❶
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き

　

運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き
を
行
う
前

に
、
住
基
カ
ー
ド
の
受
領
を
希
望
す
る
本

人
が
市
役
所
市
民
課
を
訪
れ
、
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
＝
月
～
金
曜
日　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）　

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

＝
運
転
免
許
証
、
印
鑑
（
認
印
）、
顔
写

真
（
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
／
縦

45
㎜
×
横
35
㎜
の
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
／

正
面
、
無
帽
、
無
背
景
の
も
の
）
※
顔
写

真
が
な
い
方
は
、市
民
課
で
撮
影
し
ま
す
。

❷
運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き

　

田
原
警
察
署
交
通
課
で
、
運
転
免
許
証
の

返
納
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。「
運
転

免
許
の
取
消
通
知
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
時
間
＝
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
運
転
免
許
証

❸
住
基
カ
ー
ド
の
受
領
手
続
き

　

再
度
、
受
領
を
希
望
す
る
本
人
が
市
役

所
市
民
課
を
訪
れ
、
警
察
署
で
交
付
さ
れ

た
「
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
。
住
基
カ
ー
ド
と
交
通
安
全

グ
ッ
ズ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

◦
無
料
交
付
は
一
人
１
回
限
り
で
す
。

◦
申
請
は
、
必
ず
住
基
カ
ー
ド
の
受
領
を

希
望
す
る
ご
本
人
が
、
市
民
課
窓
口
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
間
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
日
か
ら
1
年
以
内
で
す
。

◦
事
前
に
自
主
返
納
さ
れ
た
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
４
２
７
０

　

９
月
下
旬
に
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済

年
金
の
う
ち
、
老
齢
年
金
・
退
職
年
金
・

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
を
年
額
18
万
円
以

上
受
給
さ
れ
て
い
る
方（
恩
給
は
対
象
外
）

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

　

介
護
従

事
者
の
処

遇
改
善
を

図
る
目
的

で
、
平
成

21
年
度
介

護
報
酬
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑

制
す
る
た
め
、
国
か
ら
介
護
従
事
者
処
遇

改
善
臨
時
特
例
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
21
年
度
は
上
昇
分
の
全
額
、
平
成

22
年
度
は
２
分
の
１
の
額
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
７
月
16
日
、
豊
田
は
つ
様
（
豊
橋
市
）、

根
谷
捷
子
様
（
豊
橋
市
）
か
ら
金
20
万
円
。

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

法
務
局
市
民
講
座

日　時 内　容

10/14（水）
午後２時～ 遺言について

10/15（木）
午前10時～ 相続について

10/15（木）
午後2時～

成年後見制度
について

■法務局市民講座

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
の
た
め
の

住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
免
除
事
業

介
護
保
険
料
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
介
護
保
険
料

上
昇
分
が
交
付
金
で
抑
制
さ
れ
ま
す
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受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
会
場
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
９
月
19
日
土
・
20
日
日

田
原
祭
り

※
８
～
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
３
日
土

田
原
城
跡
・
月
見
会

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
▼
田
原
城
跡
、
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
お
茶
席
（
呈
茶
券
１
０
０
円
）、

雅
楽
演
奏
、
句
会
（
当
日
投
句
／
優
秀

作
に
は
記
念
品
贈
呈
）

そ
の
他
▼
月
見
会
開
催
中
、
田
原
市
博
物

館
を
無
料
開
放

し
ま
す
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

◉
10
月
３
日
土

先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

特
別
講
演
会
「
施
設
園
芸
の
最
前
線
」

時
間
▼
午
後
１
時
～
４
時
45
分　

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

◉
９
月
11
日
金

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
発
句
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

そ
の
２

講
師
▼
田
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

山
田
哲
夫
氏

内
容
▼
植
物
工
場
の
現
状
と
展
望
／
マ
ル

チ
モ
ー
ダ
ル
ス
マ
ー
ト
セ
ン
サ
の
農
業
利
用

／
施
設
園
芸
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
制
御
／
ニュー

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽

培
／
キ
ク
の
育
種
・
栽
培
研
究
の
現
在

／
顧
客
を
つ
か
む
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
／
東
三
河
Ｉ
Ｔ
食
農
先

導
士
養
成
拠
点
の
形
成
事
業
の
紹
介

定
員
▼
３
０
０
名
（
先
着
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ー
ム
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
職
業
を
明
記
）
※
当
日
参
加
も

可
能
で
す
が
、
参
加
者
多
数
の
場
合
は

事
前
申
込
さ
れ
た
方
を
優
先
し
ま
す
。

▼
東
三
河
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士
養
成
拠
点
の
形

成
事
業
推
進
室
（
豊
橋
技
術
科
学
大
学
内
）

☎（
０
５
３
２
）44
局
６
６
５
５

　
（
０
５
３
２
）81
局
５
１
０
８

　

sendoshi@
recab.tut.ac.jp

　

http://w
w

w
.recab.tut.ac.jp/

◉
10
月
18
日
日

田
原
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

搾さ
く

油ゆ

用
菜
の
花
の
種
ま
き
体
験

　

菜
の
花
の
栽
培
を
通
じ
て「
資
源
循
環
」

や「
環
境
と
食
と
農
業
の
関
わ
り
」を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所
▼
市
内
の
ほ
場
ほ
か

内
容
▼
種
ま
き
体
験
、
菜
種
油
で
揚
げ
た

天
ぷ
ら
の
試
食

定
員
▼
30
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
①
電
話
に
て　

②
エ
コ
エ
ネ

推
進
室
で
配
布
す
る
申
込
書
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
直
接
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
10
月
18
日
日

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
ラ
ウ
ン
ジ

内
容
▼【
第
１
部
】ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
／
出
演
＝
豊
橋
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
会

　
【
第
２
部
】ホ
ル
ン
、フ
ル
ー
ト
、ピ
ア
ノ
の
ト

リ
オ
／
出
演
＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル・ジ
ョ
カ
ー
レ

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
・
お
菓
子

付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
田
原
・
赤
羽
根
・
渥
美
文
化
会

館（
月
～
金
曜
日
）・
渥
美
支
所
地
域
課

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
）で
販
売

託
児
▼
10
月
８
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１

月
の
イ
ベ
ン
ト

SEP

9

月
の
イ
ベ
ン
ト

OCT

10
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◉
10
月
18
日
日

第
５
回
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ

時
間
▼
午
前
７
時
～
午
後
４
時

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
▼
白
谷
海
浜
公
園

コ
ー
ス
距
離
・
対
象
▼
Ａ
コ
ー
ス
＝
92 

km

（
中
学
生
以
上
）
／
Ｂ
コ
ー
ス
＝
65 km
（
小

学
５
年
生
以
上
）／
Ｃ
コ
ー
ス
＝
31 

km（
小

学
生
以
上
）
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員
▼
＝
１
８
０
０
名

参
加
費
▼
＝
中
学
生
以
上
２
５
０
０
円
、

小
学
生
１
５
０
０
円（
傷
害
保
険
含
む
）

申
込
要
項
設
置
場
所
▼
大
会
事
務
局
お
よ

び
生
涯
学
習
課

　

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
大
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼ 

ゴ
ー
ル
後
に
は
、
地
元
の
有
志

に
よ
る
特
製
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
な
ど
の
振

る
舞
い
あ
り
／
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車

教
室
（
ウ
ィ
ー
ラ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
小
学

生
を
対
象
に
実
施
（
大
会
参
加
者
無
料
）

／
大
会
当
日
は
、
沿
道
で
の
自
転
車
通
行

数
が
増
加
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。　

主
催
▼
愛
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会

後
援
▼
田
原
市
、田
原
市
教
育
委
員
会
、㈶
自

転
車
産
業
振
興
協
会
、中
日
新
聞
社
ほ
か

▼
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
務
局

（
㈱
深
谷
産
業
内
）

☎（
０
５
２
）３
２
１
局
６
５
７
１

　

http://w
w

w
.fukaya-sangyo.co.jp/

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

９月10日木・10月８日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

★チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

クリスマスファミリーコンサート

「音楽のおくりもの」
　弦楽器、フルート、ピアノによる大人気ファミリ
ーコンサート！おなじみの名曲やジブリの曲、クリ
スマスメドレーなど「イントロ当てクイズ」「みんな
でうたいましょう」の参加コーナーもあります。

日 時　12月19日（土） 
　 　 　 　　わいわいコンサート　午前10時30分開演
　 　 　 　　アフタヌーンコンサート　午後２時開演（いずれも30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　一般1,000円　中学生以下500円　当日200円増
　 　 　 　   ※３歳以上有料（３歳未満の着席観劇は有料）
チ ケ ッ ト　10月25日（日）午前９時から各文化会館で前売開始　
　 　 　 　　（渥美支所地域課は翌日から販売）※１人５枚まで
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館　☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館　☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝）　☎33局1000　　34局1010
渥美支所地域課（月～金）　☎33局1111　　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

影絵劇　スタジオライフ公演
「１００万回生きたねこ」
「影絵劇ワークショップ」
「あらしのよるに」

　影絵の美しさ、楽しさ、想像性…俳優の生の語りで
お話に引き込まれます。ワークショップは、会場の皆
さんも参加しお楽しみいただけます。

日 時　11月８日（日） 
　 　 　 　　午前10時30分開演 （30分前開場）
場 所　赤羽根文化会館文化ホール
入 場 料　一般800円　中学生以下300円
　 　 　 　　当日200円増
　 　 　 　   ※３歳以上有料（３歳未満の着席観劇は有料）
チ ケ ッ ト　９月13日（日）午前９時から各文化会館で前売開始　
　 　 　 　　（渥美支所地域課は翌日から販売）※１人５枚まで
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

全席自由

11/8 日

全席自由

12/19 土
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健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
「
う
ん
ち
」

　

毎
日
き
ち
ん
と
う
ん
ち
が
出
て
い
ま

す
か
。
最
近
は
、
女
性
の
２
人
に
１
人

が
便
秘
だ
と
い
わ
れ
、
子
ど
も
の
便
秘

も
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
小
学
校
に

通
い
だ
す
と
時
間
の
制
限
や
ト
イ
レ
へ

行
く
こ
と
へ
の
恥
ず
か
し
さ
か
ら
便
秘

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
便
意
を
も

よ
お
す
こ
と
を
心
配
し
な
が
ら
学
校
で

過
ご
す
こ
と
は
、
と
て
も
苦
痛
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、

「
家
う
ん
ち
」

を
習
慣
づ
け

て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

「
家
う
ん
ち
」
大
作
戦

1
健
康
な
う
ん
ち
を
作
ろ
う

　

健
康
な
う
ん
ち
か
ど
う
か
は
、
量
と

硬
さ
で
判
断
し
ま
す
。

《
便
秘
を
予
防
・
解
消
す
る
食
事
》

❖
１
日
３
食
、
規
則
正
し
い
食
事
を

❖
水
分
補
給
を
し
っ
か
り
と

❖
食
物
繊
維
の
多
い
野
菜
や
果
物
、
海

藻
を
献
立
に

❖
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
納
豆
な
ど
の
発
酵
食

品
を
献
立
に

　

朝
食
に
は
、「
ご
は
ん
と
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
み
そ
汁
」
や
「
果
物
の
ヨ
ー
グ

ル
ト
あ
え
」
が
お
勧
め
で
す
。

2
う
ん
ち
を
出
す
力
を
鍛き

た

え
よ
う

　

ス
ム
ー
ズ
な
排
せ
つ
に
は
、
排
便
時

に
使
わ
れ
る
「
腹
筋
」
を
鍛
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
子
ど
も
は
、
外
で
体
を

動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
、
大
人
は
、
１
日

20
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
腹
筋
運

動
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
よ
い
姿
勢

を
心
が
け
た
り
、
腹
式
呼
吸
を
し
た
り

す
る
こ
と
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

3
う
ん
ち
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　

毎
日
ト
イ
レ
に
行
く
時
間
を
つ
く

り
、「
出
か
け
る
前
に
は
家
う
ん
ち
」

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早
寝

早
起
き
や
朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ

と
な
ど
規
則
的
な
生
活
を
送
る
こ
と

は
、
排
便
を
促
す
働
き
を
高
め
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
の
健
康
う
ん
ち
習
慣
は
一

生
続
き
ま
す
。
毎
日
の
排
便
で
体
も
心

も
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
、１
日
を
快
調
（
腸
）

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（クッキングコース） １０月２０日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター 妊娠中の方　※予約制

貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会など

離乳食教室
１０月　２日（金）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話１０月２１日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談

１０月　５日（月）  9：30 ～ 10：30 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）１０月　９日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

１０月２３日（金）  9：30 ～ 10：30 赤羽根福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

９月６日（日）
宮木内科 ☎23局0232
渡会医院 ☎45局2516
仲谷歯科医院 ☎23局2327

９月１３日（日）
北山クリニック ☎23局3946
藤岡医院 ☎32局1515
藤井歯科医院 ☎45局2123

９月２０日（日）
永井医院 ☎22局0227
川瀬医院 ☎35局1511
すずき歯科 ☎23局0033

９月２１日（月・祝）
朽名医院 ☎33局0162
小原歯科医院 ☎25局1139

９月２２日（火・祝）
丸山医院 ☎33局0313
惣卜歯科医院 ☎45局2066

月　日 当直医 電話番号

９月２３日（水・祝）
昭和医院 ☎32局3749
赤石歯科クリニック ☎23局7300

９月２７日（日）

かわせ小児科 ☎22局1230
岡田医院 ☎37局0001
きまた眼科 ☎23局1092
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

１０月４日（日）

第２国見医院 ☎23局2302
山本医院 ☎45局2203
まち眼科 ☎22局2710
すずき歯科 ☎23局0033

１０月１１日（日）
國見医院 ☎22局0756
津金医院 ☎33局0222
田原歯科クリニック ☎23局1626

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386
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９月 ７日（月）・１１日（金）・１４日（月）・2４日（木）・２8日（月）

10月 ５日（月）・９日（金）・１３日（火）・１９日（月）・２６日（月）

Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース
９月展示コ

ーナー

おはなし会

本を読んで、心に残った
場面を絵に描こう！図書
館では秋の読書週間にあ
わせて読書感想画のコン
クールを開催します。ど
んな画材で描いてもＯＫ
です！自由にのびのび描
いて、読書と芸術の秋を
楽しみましょう。

●募集期間＝９月12日（土）～10月18日（日）
●展示期間＝10月22日（木）～11月26日（木）
　　　　　　※図書館開館時間内／最終日は16:00まで
●展示場所＝中央図書館こどもしつ
●対象＝幼児～中学生
●応募方法＝八つ切りサイズの紙（27cm×38cm）に
描き、応募用紙を添えて中央図書館児童カウンターへお
持ちください。（１人１点まで）
●受賞者の発表＝10月24日（土）に中央図書館こども
しつに掲示します。
●その他＝応募者全員に“ちょっといいもの”をプレゼ
ント。作品は12月1日（火）から返却します。
●問い合わせ＝中央図書館☎23局4946

「読書かんそう画コンクール」
～作品募集～

　

今
年
の
中
秋
の
名
月
は
10
月
３
日
（
土
）

で
す
。
ま
だ
少
し
早
い
で
す
が
、
今
回
は
月

に
ま
つ
わ
る
本
を
二
冊
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
入
門
と
し
て
お
す
す
め
し
た
い
本

は
、『
月
の
き
ほ
ん
』
で
す
。
地
平
線
近
く

の
月
は
な
ぜ
大
き
く
見
え
る
の
か
や
、
中
秋

の
名
月
の
意
味
に
つ
い
て
な
ど
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
い
て
、
書
名
の
と
お
り
月
の

基
本
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二

冊
目
は
『
月
面
に
立
っ
た
男
』
で
す
。
人
類

で
初
め
て
月
面
に
立
っ
た
宇
宙
飛
行
士
ア
ー

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
有
名
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
本
の
著
者
は
ア
ポ
ロ
計
画
で
月
面
に
立

っ
た
最
後
の
宇
宙
飛
行
士
ジ
ー
ン
・
サ
ー
ナ

ン
で
す
。
ア
ポ
ロ
計
画
の
前
身
で
あ
る
ジ
ェ

ミ
ニ
計
画
か
ら
宇
宙
計
画
に
携
わ
っ
て
き
た

著
者
だ
か
ら
こ
そ
書
け
る
リ
ア
リ
テ
ィ
溢
れ

る
一
冊
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

◎一般 「ふるさと日本を訪ねて」
９月12日［土］～10月８日［木］
実りの秋を迎えます。ふるさと日本が彩り豊かな季節
に、本を片手に時間と空間の旅に出かけてみませんか。

◎こどもしつ 「おいしいもの　みーつけた！」
９月１日［火］～10月８日［木］
秋には“おいしい本”がいっぱい！おなかがすいたら図書
館へきてね。

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／10月３日(土) 15:00～　　
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／９月９日（水) 10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／９月15日（火) 10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／ ９月20日（日） 10:30～
　　　 10月３日（土） 10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・図書館） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

「
中
秋
の
名
月
」
に

お
す
す
め
の
本

▼

『月のきほん』白尾元理著
　2006.8　誠文堂新光社刊（右）

　

『月面に立った男』ジーン・サーナン著
　2000.9　飛鳥新社刊（左）
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まっすぐに立ち胸の前で手を
合わせる。

息を吸いながら両手を合わせ
たまま上に伸ばす。

息を吐きながら体を右側に
倒し深い呼吸を３～５回続
ける。

息を吸いながら　の姿勢に
戻す。息を吐きながら　の
姿勢に戻す。

※左側も同様に行う。
　～　を２～３回繰り返す。

生涯学習課
　２３局3531

ウエストラインを伸ばして、脊柱の左右のバラン
スをとり、ゆがんだ体を改善しましょう。体を伸ば
すことにより、血流が良くなり内臓も刺激されま
す。おなかを引き締めた状態で行いましょう。

三日月のポーズで、きれい
な姿勢に！

１ ４

１ ２

３ ４

１

１

２

２

３

４

１4１4

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。

◉工
こ う

作
さ く

ランド

『石のアート』
小石に絵を描いて、おじい
ちゃん、おばあちゃんにプレ
ゼント！
開催期間
◦９月１日（火）～21日（月・祝）

◉９月
が つ

のチャレンジ

『ふわふわバドミントン』
ふわふわのスポンジボールを落
とさずに何回うてるかな？

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

ティーズチャンネル
は地デジ12chでも
ご覧いただけます

広報秘書課
２２　０１３８

■街角ネットたはら

毎日６回放送
※天候などにより、内容を変更する場合があります。
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40

■市議会定例会
　9/3（木）・9/4（金）
　に一般質問を中継
　予定

放送日 内　容

9/4～9/17 田原市少年少女発明クラブ発足
田原市総合防災訓練

9/18～10/1 トライアスロン伊良湖大会
男女共同参画フェスティバル

10/2～10/14 田原祭り
田原市博物館「能に見る日本の女性像」

７日（月）、14日（月）、19日（土）、
20日（日）、24日（木）、28日（月）
＊21（月・祝）は西部児童館のみ休館

９ 月のお休み

◉映
え い

画
が

会
か い

（児童センターのみ開催）

日時◦９月27日（日） 午後1時30分～

◉実験教室（児童センターのみ開催）
日時◦９月30日（水） 

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時◦９月16日（水） 午前10時～

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦９月17日（木） 午前10時30分～

▲ステキなプレゼントを作ろう！ ▲バランスを取って記録にチャレンジ！
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９

の

水９月3０日

下水道事業受益者負担金
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第３期分）
国民健康保険税
（第４期分）

農業集落排水事業分担金
（第２期分）

納
期
限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

○
○
○
○
○
か
わ
ら
版
秋
号
で
は
、

竜
巻
注
意
情
報
や
竜
巻
の
兆
候
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

２　

田
原
祭
り
の
○
○
○
○
花
火
は
、
９

月
20
日
（
日
）
の
午
後
８
時
か
ら
行
わ

れ
ま
す
。
な
お
雨
天
の
場
合
は
、
翌
日

に
順
延
さ
れ
ま
す
。

３　

特
集
『
市
』
の
あ
る
風
景
で
は
、
伝

統
の
○
○
○
○
『
二
・
七
の
市
』
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

４　

風
水
害
は
ど
こ
に
で
も
起
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
特
集
○
○
○
○
台
風

に
学
ぶ
を
読
み
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ

ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
９
月
18
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
８
月
号
の
答
え
】
ざ
ん
し
ょ 

（
応
募
総
数
41
通
中
、正
解
40
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
要
望
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

3

1

2

4

人身11件（136件）
負傷12人（171人）
死亡0人（4人）
物損104件（840件）

火災2件（18件）
救急179件（1123件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗5件（32件）
乗物盗2件（61件）
非侵入盗9件（90件）

※（　）内の数字は平成21年の累計

田原警察署だより

７月

田原警察署　 23局０１１０

車に乗っていて大地震が発生したら、その時どうする？
いつ発生してもおかしくないといわれる東海地震。日ごろか
ら地震に対する心構えが必要です。
◉避難するときの注意点
•急ブレーキは避け、出来るだけ安全に道路の左側に寄
　せて停止しましょう。
•ガラスの破片や看板、タイルなどの落下物に注意し、洋
　服やカバンなどで頭を守りましょう。
•道路が破損しているところは、ガス漏れのおそれがある
　ので、速やかにその場から離れましょう。
•カーラジオの情報を聞き、警察官の指示に従ってくだ
　さい。
•周りの様子をしっかり確認して車から降りてください。
•窓を閉め、エンジンを切り、ドアはロックせず、キーはつ
　けたままにしましょう。

※大地震の後は危険ですので、家族との連絡や避難な
どのために車を使用しないようにしましょう。

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

25

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
災害に備えてご家庭でも水を蓄えましょう。

田原のきれいな川で、様々な生きものを見つけてみてはいかがですか？
●市内５河川の水質調査結果

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

8/20現在
95.6％

5/1 5/10 5/20 6/1 6/10 6/20 7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川
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本誌は再生紙を使用しています。

N
o.649 平

成
21年

９
月

１日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

６６，６16人　総人口

３３，760人　男性

３２，856人　女性

２１，469世帯世帯数

41人出生 ４2人死亡

94人転入 161人転出

ー68人増減 ※増減は7月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成21年8月１日現在）

春になり鳴き始めたウ
グイスの声から、春の
訪れを喜ぶ様子を想
像して表現できまし
た。

評評

田原南部小学校６年

安部由規くん

楽しかった夕涼み会を描いた

よ。

たの ゆうすず かい えが ほいくえん と

つか
保育園でセミ捕りをしたら、いっ

ぱい捕まえられたよ。

　　　　　　　ゆう　　き

　　　　　 　そ う      た　　　　　　　　り　　　の　　　は

田原南部小学校６年

本多乃野歩さん
　  　 の　　 の　　　ほ

北部保育園

牧野里乃花ちゃん（５歳）

河合
  千恵

子
 先生 北部保育園

松井奏太くん（5歳）

俳画

評 楽しみにしていた夕涼み会。アクセサリー
屋さんで、うれしそうに買い物をする姿が
描けています。

かいゆうすずたの

や

えが

もの すがたか

遠足で見つけた藤の花
が咲き誇る様子につい
て、「紫輝く」という言
葉を用いて表現できま
した。

俳画

評 昆虫が大好きな奏太くん。セミやカブト虫、
バッタなど、色々な虫を描くことができまし
た。

むし

いろいろ

こんちゅう だい　す そう　た

えがむし

▼
聞
こ
え
て
く
る

秋
の
足
音
。「
読
書

の
秋
」「
食
欲
の
秋
」

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

と
盛
り
だ
く
さ
ん

で
随
分
忙
し
い
気
も
し
ま
す
が
、何

を
す
る
に
し
て
も
そ
れ
だ
け
活
動

的
に
な
れ
る
気
候
な
ん
で
す
ね
。と

は
い
っ
て
も
、ま
だ
ま
だ
残
暑
が
続

く
と
思
い
ま
す
の
で
、体
調
管
理
に

は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
心
地
よ
い
秋
か
ら
、健
康
づ
く
り

や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組
む
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
大
事

な
の
は
、「
楽
し
く
」「
無
理
な
く
」続

け
ら
れ
る
こ
と
。急
な
激
し
い
運
動

は
ケ
ガ
を
招
く
し
、短
期
集
中
の
ダ

イ
エ
ッ
ト
は
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を

崩
す
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
二
・
七
の
市
」が
何
百
年
も
続
い
て

い
る
の
は
、関
わ
る
人
た
ち
が
楽
し

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
。な
る
ほ
ど
、

私
た
ち
の
生
活
の
ヒ
ン
ト
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】

崋
山
を
し
の
ぶ
５
つ
の
道「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
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